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１．はじめに

　フィデューシャリー・デューティーという言葉

が金融界を席巻している。2014年９月に金融庁

が金融機関に対する監督・検査の基本的な考え方

を示した金融モニタリング基本方針を公表、その

中で「商品開発、販売、資産運用、資産管理それ

ぞれに携わる金融機関が、その役割・責任（フィ

デューシャリー・デューティー）を果たしつつ、

資産運用能力の向上に努めているかどうかを検証

する」と表明したことで、一気に関心が集まった。

　フィデューシャリー・デューティーは、他者か

らの信認を受けて行動する者（フィデューシャリ

ー）が果たすべき責務を意味する英米法の概念で

あり、ファンド・マネジャーや弁護士、医者等の

専門的職業人がクライアントに対して負う責務と

解されている。金融庁は今般、このような日本法

にはなかった概念を金融行政に導入し、金融事業

者の中でもとりわけ、家計に金融商品・サービス

を仲介する販売金融機関に対してこのフィデュー

　金融ビッグバン後の「新しい金融の流れ」（注１）の中で家計の資産形成の中核商品となるはずだった投資信託
がその役割を果たせていない。販売会社が同市場を支配しており、手数料等の大きい商品を選好して組成・販売
する営業姿勢が、家計が手にすべき投資収益を損なっている。同市場の歪みの是正は情報の非対称性の解消だけ
では足りず、家計からの金融事業者に対する信頼回復が急務である。フィデューシャリー・デューティーが金融
行政に導入された狙いはそこにあった。
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